
児童生徒の主体的な学びを促す 

「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の 

設定例 

平成２９年５月９日 
大分県教育庁義務教育課 



１時間完結型授業の充実に向けて  －各教科等の「例」の見方ー 

ねらい ○「目的（身に付けさせたい力など）」と「手立て（その授業の中心となる学習 
  活動）」を明らかにして設定（指導計画、学習指導案に）します。 
○評価規準は「ねらい」との整合性を持たせて設定します。 
○指導のねらいは、教師の立場で書くもので児童生徒に提示することは基本的にありません。 
 ※ただし、指導案では「～できる」という形で、児童生徒の「目標」として提示することもあります。 

めあて ○「ねらい」を児童生徒の立場で示す（実際の授業で）ものです。 
○具体的には、付けたい力を身に付けさせるための、めざす「活動のゴールの姿」や  
 「ゴールとそれまでの道筋」を示します。 
○具体的な評価規準が設定できていないと、「めあて」が曖昧なものになります。 
○学習の見通しを持たせ、意欲を高めるものになるよう工夫しましょう。 

課 題 ○その時間に解決すべき事柄です。 
○「なぜ、～なのか」「～することはできるだろうか」「どうしたら～できるか」等 
 疑問の形で示します。 
○児童生徒が追究したくなる課題になるよう工夫しましょう。 

  ①既習事項や既有事項とのズレがある  ②意見の対立・拮抗が生じる 
  ③目標達成のために越えなければならない ハードルがある 
  ④素朴な驚きや疑問、憧れから問題意識が醸成される 等の要素がある課題になるよう工夫しましょう 

まとめ ○本時の課題に対する答え・結論。 

振り返り ○学びの成果を実感させ、学んだことや意欲・問題意識等を次につなげられるよう 
 視点を設けましょう。その際、本時のキーワードや学習用語を用いる等の条件を 
 設定して学びを振り返らせるなどの工夫をしましょう。 

「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の４つがどの授業でも必要であるというわけではありません。「めあて」と「課題」の
提示の順序が変わることもあります。大切なことは、型にこだわるのではなく、教科の特性や単元の展開、本時のねら
い等に応じて適切に設定することです。 



ẎѝȷȽɱȾɶɇ 

＊知識の関連付け、問いの発見・解決、自己の考えの形成、思いや考えに基づく創造 
＊様々な人との対話・協働による自分の考えの深化・拡充   

「学びに向かう力」と思考力・判断力・表現力を育成するワンランク上の授業 

  Ὀ Ḍ 

*学習の見通しをもたせ、意欲を高める「めあて」 
*学びの成果を実感し、学んだことや意欲・問題意識等を次につなげる「振り返り」 
*追究すべき事柄を明確にする「課題」、追究した結果を明確にする「まとめ」 

2  ǵ ӓ 

*思考を整理したり促したりする板書、思考の過程を振り返ることができる板書 

 ǵ ↓ǲꜘǟǦ ᾚ 

*「具体的な評価規準」に基づく確かな見取り 
*「努力を要する状況」の児童生徒に対する手立ての工夫 

 ♪ ᾚǵ ș ǞǦᵂ Ǳ᾽  

 各教科等の見方・考え方を働かせて展開する「課題設定⇒情報収集⇒整理分析⇒まとめ・発信・交流
⇒ 振り返り・評価」等の学習過程の中で行われる 

Λ ҫῧҴΜӓ ҚΛӂ҃ҧΜΛᾉ ΜΛҿҩӂΜΛ Ӌ ӋΜ 

 ͜ Ҩ ҅ῧҴΏӡӮԅӢԛ֡͜ͺԊ֫ӯΐӓ Қӌῧ ᾶ 
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安心して学べる「学びに向かう学習集団」 

H29.5.1版 



振り返り 

まとめ 

単元のめあて 

単元のねらい 

【国語科小学校第４学年読むことオ交流の指導例】                

課 題 

展 開 
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国  語 



振り返り 

めあて 

【国語科小学校第４学年読むことオ交流の指導例】                

展 開 
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振り返り 

まとめ 

単元のめあて 

ねらい 

【国語科中学校第２学年「書くこと」イ構成の指導例】 

課 題 

展 開 

感謝の気持ちが伝わる構成の工夫を複数の手紙の相違点や共通
点を整理することを通して明らかにさせる。（1/3時間） 

構成を工夫して、感謝の気持ちが伝わる職場体験のお礼の手紙を書こう。 

感謝の気持ちを伝えるには、どのような構成が有効か。 

①感謝の気持ちが伝わる手紙を数通読ませる。 
②なぜ、感謝の気持ちが伝わるのか、取り上げた手紙の構成に着 
  目して、共通点を見出し、その秘密を探る。（個→グループ） 
③各グループが考えた「感謝の気持ちが伝わる手紙の構成」を交 
    流し、共通点と相違点を明らかにする。（全体） 
④③を踏まえて、各自で「まとめ」を書く。                       

感謝の気持ちを伝えるには次のアイを踏まえた構成が有効 
ア手紙の形式に則って書く。 
イ感謝の気持ちを伝えるのにふさわしい具体的なエピソードを一つ盛り 
   込んで書く。 

○これまで自分が書いた手紙やメッセージを思い起こしながら、今 
  日の授業の感想を書かせる。 
○次の時間の「めあて」を自分なりに設定させる。 

国  語 



振り返り 

単元のめあて 

ねらい 

【国語科中学校第２学年「書くこと」イ構成の指導例】 

めあて 

展 開 

前時で明らかにした「感謝の気持ちが伝わる構成」を踏まえて構成メモを作
成することで、事柄を明確にして文章の構成を工夫する力を高める。（2/3時間） 

構成を工夫して、感謝の気持ちが伝わる職場体験のお礼の手紙を
書こう。 

前時で見つけた「感謝の気持ちが伝わる手紙の構成の工夫」を生か
し、構成メモを作成しよう。 

①本時の流れを確認する。 
②前時の「まとめ」を各自で確認し、本時の構成メモに必要な条件を 
   明確にする。（手紙の形式に則り、感謝の気持ちを伝えるのにふさわしいエピソードを一つ入れる） 

③感謝したいエピソードや体験で学んだことを書き出し、それを基に  
  構成メモを作成する。 
④構成メモを読み合い、感謝の気持ちが伝わる構成になっているか、 
  意見を述べ合う。（グループ） 
⑤④で出された意見を踏まえて、構成メモを修正する。 
⑥構成メモをもとに手紙の下書きを書く。                       

感謝の気持ちを伝えるには次のアイを踏まえた構成が有効 
ア手紙の形式に則って書く 
イ感謝の気持ちを伝えるのにふさわしい具体的なエピソードを一つ盛り 
   込んで書く 

○相互批正を生かして修正したことやさらに工夫したこと等に目を向 
   けさせ、感謝の気持ちが伝わる構成を考えることができたか自己 
     評価をさせる。 

②感謝したいエピソードや、体験で学んだこと
を書き出し、そ 
 れを基に構成メモを作成する。 
③構成メモを基に下書きする 

国  語 



振り返り 

まとめ 

本時のめあて 

ねらい 
【算数科小学校６年生「答えが同じになる分数の計算のひみつを探そう」の指導例】 

課 題 

展 開 

 かけてもひいても答えが同じになる二つの分数の間にはどういうきまりが 
 あるかを、分母や分子の関係に着目して考え、説明できるようにする。 

答えが同じになる分数の計算のひみつを探そう。 

かけてもひいても答えが同じになる二つの分数の間にはどんなきま
りがあるか。 

○今日の学習でわかったことや自分の考えが変わったところ、考えが深まっ 
  たところを振り返る。 

➀前の分数（かけられる数、引かれる数）と後の分数（かける数、 
  引く数）の分子が同じ。 
②前の分数の分母と分子を足した数が、後の分数の分母になる。 

①
１
２
□
１
３
＝
１
２

１
３

   
３
４
□
３
７
＝
３
４
△
３
７

 の□と△にあてはまる記号を  

 個人で考えさせた後、ペアやグループで確認する。 
②与えられた課題から、数の規則性について考える。 
 （個人→グループ）   
③見つけたきまりを算数の用語を使って説明し、個人でまとめる。    
 （グループ→個人）                       

算  数 



振り返り 

まとめ 

ねらい 

課 題 

展 開 

【数学科中学校２年生「三角形の内角の和がρψπЈ になる証明」の指導例】 

すべての三角形の内角の和がρψπЈになることを、平行線の性質を利
用して説明できるようにする。 

三角形の内角の和がρψπЈであることを説明しよう。 

すべての三角形の内角の和が ρψπЈ であることを、平行線の性質を
利用してどのように説明すればよいか。 

平行線の性質をもとにして、頂点Ａを通り三角形の底辺ＢＣと平行な直線な
線を引く。平行線の錯角は等しいので三角形の内角の和はρψπЈになる。 

①小学校の時の三角形の内角の和の求め方を復習し、すべての 
   三角形で証明できたわけではないことを確認する。 
②既習の学習事項を使って証明する方法を考える。 
③平行線の性質を利用して証明する方法を考える。(個人→グループ) 

④他人の証明の方法を知り、全ての三角形の内角の和がρψπЈ に 
   なることの証明ができたことを理解する。                       

①今日の学習でわかったことや自分の考えが変わったところ、考えが深 
   まったところを振り返る。 
②今日の学習を他の学習に使えないか考える。 

本時のめあて 

数  学 



振り返り 

まとめ 

めあて 

ねらい 

【理科小学校第４学年「とじこめた空気と水」の指導例】 

課 題 

とじこめた空気や水の体積変化について、加えた力の大きさと体積
変化を関係付けて考えることにより、空気は圧し縮められるが、水
は圧し縮められないことを理解させる。 

空気と水に力を加えた時の体積変化について調べよう。 

とじこめた空気や水はおしちぢめることができるだろうか。 

①既習事項や生活体験等をもとに、空気と水の性質に着目して予 
   想する。 
②空気や水の入った風船を注射器の筒の中に入れてピストンを押 
  し、体積変化を調べる実験を行う。 
③実験結果を整理し、加えた力の大きさと体積変化を関係付けな 
   がら各自で考察し、班内で考察結果を交流する。 
④③を踏まえて、各自で「まとめ」を書く。                       

とじこめた空気はおしちぢめられるが、水はおしちぢめられない。 

○本時の実験の目的と方法を振り返る。    
○「何と何を関係づけて」考察を進めたかを振り返る。 

展 開 

理  科 



振り返り 

まとめ 

めあて 

ねらい 

【理科中学校第２学年「消化と吸収」の指導例】 

課 題 

展 開 

だ液の働きについて、だ液の有無に着目した実験を計画し、実験結
果を比較して分析・解釈することを通して、だ液がデンプンを分解し
て糖に変化させることを理解させる。 

だ液のはたらきについて調べよう。 

だ液は、デンプンに対してどのようなはたらきをするのだろうか。 

① 「ご飯をかみ続けると甘くなる」ことに着目し、デンプンの変化に 
  ついて根拠を示して仮説を立てる。 
②「デンプンの存在の有無」や「ご飯をかみ続けると甘くなる」という 
  ことに着目し、デンプンや糖の検出に必要な試薬を想定する。 
③比較する対象を明確にした上で、実験を計画する。 
④だ液の有無による実験結果の相違点に着目し て各自で考察し、 
  班内 で考察結果を交流した後、各自で「まとめ」を書く。                       

だ液は、デンプンを分解して、糖に変えるはたらきをする。 

○本時の実験の目的と内容について振り返る。 
○実験結果の「何と何を比較」して考察を進めたかを振り返る。 

理  科 



振り返り 

まとめ 

めあて 

ねらい 

【社会科小学校第３学年「はたらく人とわたしたちのくらし 
『店ではたらく人』」の指導例】 

課 題 

展開 

各スーパーマーケットの取組の共通点や相違点をもとに、店で働い
ている人々が、消費者の願いに合わせて販売の工夫をしていること
を考えさせる。 

スーパーマーケットの秘密を力を合わせてさぐろう。 

スーパーマーケットで働く人は、たくさんのお客さんに買い物をして
もらうために、どのようなことをしているのだろうか？ 

①各店舗で調べたことを発表し合う。 
②各店舗の工夫や努力の共通点や相違点を話し合う。 
③消費者の願いと店の工夫や努力を関係付ける。 
④本時のまとめをする。                       

スーパーマーケットで働く人は、たくさんのお客さんに買い物をしてもらうた
めにいろいろな種類の品物をそろえたり、商品の並べ方を工夫したりして、
店の特色を出し、お客さんの願いに合わせた販売の工夫をしている。 

私はみんなとスーパーマーケットを見学したり、他の友だちが調べ
たことを聞いたりしてスーパーマーケットではお客さんの願いをかな
えるためにたくさんの秘密があることが分かった。 

社  会 



振り返り 

まとめ 

めあて 

ねらい 
【 中学校社会科  歴史的分野 小単元 中国にならった国づくりの指導例】 

課 題 

展開 

複数の資料から分かることをもとに、現在と比較して考え、律令制のもとで
の税負担やそれらが農民の生活に与えた影響について理解させる。 

奈良時代の律令制下での農民の生活について調べよう。 

どのような制度がこうした農民の暮らしを生み出したのだろうか。また、そこ
後、農民はどうしていったのか。 

①資料から当時の農民の生活を読み取る。（個人） 
②複数の資料から当時の税制度について調べ、様々な数値や資料をもと 
  に農民の暮らしぶりを考える。（グループ） 
③調べた内容から、誰が何を何のために納めていたかを現代の税制度と 
  比べて考え、資料をもとに農民が抵抗したか予想する。 
④農民の抵抗について資料をもとに考えたことを出し合う。（全体） 
⑤当時の税制度と人々の生活、人々の抵抗について、まとめる。（個人）                  

律令制のもとでの重い一方的な税負担が貧富の差を拡大し、農民は様々
な抵抗を行った。 

予想やはじめの考え、分かったことを振り返り、感じたことや新たな疑問を
振り返る。（例）様々な資料を読み取っていく中、貧富の差が大きい当時の
様子や苦しむ人々が抵抗したことが分かった。こうした制度がどれほど続い
たのだろうか。 

社  会 



振り返り 

まとめ 

めあて 

ねらい 
【社会科中学校地理的分野「第3章世界の諸地域   ヨーロッパ州「国境を自由に超えられる暮らし」】 

課 題 

展開 

EUの統合がもたらす生活の変化や影響を様々な国の人々のインタ
ビューを通して多面的・多角的に考えさせる。 

EUの統合がヨーロッパの人々にどのような変化をもたらしたのかを考えよう。 

EUによる統合によって人々の生活がどのように変わったか。 

①地図でヨーロッパ諸国の距離感をつかむ。 
②関税を無くすことの意義を考える。 
③人々の行き来を自由にしたことや、通貨統合などの様々な分野  
  で統合したことを理解する。 

（それぞれの国にとってＥＵの統合はどうであったかを確認し、）EUの統合は人々の
生活に大きな変化をもたらし、そこには様々な長所短所がある。 

EUの統合により考えたことや疑問に思ったことノートにまとめ振り返りとする。 

展開 

④人々の生活がどのように変わったのかを様々な立場の6人の視点で考 
    える。 
⑤「ドイツやフランスなどの工業が発達した豊かな国の国民にとって」「旧東 
     ヨーロッパなどのEU内では比較的所得が低い国の国民にとって」「EU域 
    内全般の人々にとって」のそれぞれでよかった点、悪かった点をまとめる。 

社  会 



振り返り 

まとめ 

めあて 

ねらい 
【社会科中学校公民的分野「(1)私たちと現代社会イ現代社会をとらえる見方や考え方】 

課 題 

展開 

身近にあるルールを想起させ、その必要性を考えさせることを通し
て、我々が他者と生活するためには、ルールが必要であることに気
付かせる。 

合宿という共同生活の例における問題点からルールついて考えよう。 

ルールはどんな時に必要か。また、なぜ必要なのか。 

①起こりうる問題点を想起する。 
②問題点の解決策を考える。 
③解決策を考えるのに何が必要であったかを考える。 
④ルールがない時、どのようなことが起こるかを考えルールの必要 
  性を考える。 

他者と生活する中で対立する考えや立場の人がいる時、それらの
合意形成を図るためにルールは必要である。 

（本時の感想を書く。）ルールを守ることの大切さを自分の言葉で述
べる。 

社  会 



振り返り 

まとめ 

題材のめあて 

題材のねらい 

【音楽科 小学校 第５・６学年 Ｂ「鑑賞」イの指導例】 

課 題 

展 開 

音楽の特徴を感じ取りながら、民謡に親しもう。 

（沖縄音階を単に弾いただけでは、「谷茶前」のように聴こえない。）沖縄
県民謡「谷茶前」の旋律にはどのような特徴があるのだろうか。 

①主旋律を歌ったり、リコーダーやキーボード等で演奏したりし、  
  「谷茶前」の特徴を考える。 
②８分音符の表現方法を比較しながら、 「谷茶前」にふさわしい「リ 
  ズム」について考える。 
③「谷茶前」の「リズム」が、「タッカタッカ」となっている理由を考える。 

沖縄県民謡「谷茶前」の旋律は、「リズム」が弾んでいるという特徴がある。 

本時ではどのようなことが分かったのか、自分の学びを確認させる。 

沖縄県民謡について、楽譜から特徴を探ったり西洋の音楽と比較し
たりする活動を通して、沖縄県民謡の特徴（音階・リズム）を聴き取
り、それらの働きが生み出す雰囲気を感じ取らせる。 

音  楽 



振り返り 

めあて 

ねらい 

【音楽科 中学校 第１学年 Ａ表現（歌唱）アの指導例】 

展 開 

歌詞や強弱記号に込められた思いを考え、表現を工夫しよう。 

①歌詞の内容や強弱記号に着目し、「どのように歌いたいか」につ 
  いて考える。（個→パート） 
②考えた内容をパートごとに発表し、その内容を歌唱表現してみる。 
③他のパートの歌唱を聴いて、感想を発表する。 
④全パートで工夫したことを生かしながら歌う。 

○本時において、歌唱がどのように変容したか確認させる。 
○歌唱においての自己評価を記入させる。 

歌唱曲「○○」について、歌詞の内容や強弱記号から曲想を感じ取
り、表現したい思いや意図をもつ活動を通して、曲にふさわしい表
現を工夫させる。 

音  楽 



振り返り 

まとめ 

題材のめあて 

【美術科中学校第１学年「Ｂ鑑賞」の指導例】 

課 題 

展 開 

ドガの「バレエの授業」に描かれた場面の状況や表現上の工夫などから、
作者が登場人物に託した思いを読み取り、意見を出し合うことで、自分なり
の見方を持たせ、作品鑑賞の楽しさを味わわせる。（１／１時間） 

絵の中に入り込んで、その作品のストーリーを読み取ろう 

描かれていることから、どんなストーリーが読み取れるか。 

①ドガの「バレエの授業」 を細部まで観察し、描かれている人物のしぐさや  
  表情、配置などから、登場人物一人一人の気持ちを探る。 
②この作品の場面のストーリーを、表現上の特徴を根拠として考える。 
③各グループ内でそれぞれが考えた作品の解釈を交流し、一人一人の感 
     じ方の違いを楽しむ。（グループ→全体） 

④③を踏まえて、各自で「まとめ」を書く。                       

自分なりの作品に対する見方を持つためには、次の①②を踏まえて考える。 
①美術作品に描かれていることを細部まで観察し、その絵の中に自分が入  
  り込んだつもりで考える。 
②表現上の特徴から、作者の訴えたいことを読み取ることを意識して鑑賞する。 

○自分なりの見方ができたか振り返りながら、授業の感想を書く。 
○作者の表現上の工夫を、次時からの自分自身の表現につなげることを  
  意識する。 

ねらい 

美  術 



振り返り 

まとめ 

【美術科中学校第２･３学年「Ａ表現」の指導例】 

課 題 

展 開 

地元商店や扱う商品の特徴をつかみ、商店の宣伝にもなる、美しい
紙バッグをデザインさせる。（１／４時間） 

一目で商店の特徴がわかり、お客さんが使いたくなる紙バッグのデ
ザインを企画しよう。 

商店の特徴を伝えるには、どのような絵柄の構成が有効か。 

①商店や扱う商品の特徴について知り、制作する商店をきめる。 
②実際の紙バッグの絵柄や模様の例を見て、表現の特徴をつかむ。 
③商店や見る人の立場に立って、扱う商品に合った絵柄や色合い 
     のアイディアをまとめたデザインの企画書をつくる。                  

商店に合ったデザインをするためには、次の①②を踏まえて考える。 
①一目で商品の特徴や店のイメージが見る人に伝わるようなデザインの   
      工夫。 
②お客さんが持ちたくなるような美しくて楽しいデザイン。 

○目的に沿ったアイディアが出せたか、について自己評価をする。  
〇次時のグループでのプレゼンテーションに備える。 

題材のめあて 

ねらい 

美  術 



振り返り 

めあて 

ねらい 

【外国語活動小学校第６学年の指導例】 

展開 

児童が、ゲーム活動等を通して、動作を表す語や「でき
る」「できない」という表現を知り、日本語と英語では言葉
の使い方が違うことに気付く。（１／４時間） 

先生のできること、できないことを知ろう。 

（例） 
①指導者の「できること」「できないこと」を聞き、動作表 
    現を知る。 
②動作表現を I can ～ を使って言う。 
③ジェスチャー・ゲームで何の動作か考える。 
④音声教材を聞き、誌面の絵を、登場人物ができるもの 
    には〇、できないものには△で囲む。                

○本時の活動を振り返る。ふりかえりカードを書く。 

外国語活動 



振り返り 

めあて 

【外国語活動小学校第６学年の指導例】 

展開 

児童が、「できること交流シート」を用いて、自分ができる
ことを考え、積極的に友だちに「できること」をたずねたり、
自分の「できること」や「できないこと」を答えたりする。 
（４／４時間） 

自分ができることを考え、友だちに伝えてみよう。 

（例） 
①絵カードを見ながら、質問と答えを言う。 
②教室内を歩き回り、出会った友だちに Can you ～? で 
  尋ねる。 
③ペアで相手のできることを言ってみる。 
④グループで自分のできることを言ってみる。                

○本時の活動を振り返る。ふりかえりカードを書く。 

外国語活動 

ねらい 



振り返り 

めあて 

【英語科中学校第２学年イ話すこと(ｵ)の指導例】 

展開 

生徒が、不定詞を用いて、したいこと等について対話活
動をすることにより、自分の夢について，簡単な発表が
できるようにする。（２／１１時間） 

今週末にしたいことについて、ペアで会話しよう。 

（例） 
①帯活動（１分間チャット） 
②前時の文法事項の確認および復習 
③前時の教材（教科書本文）についての復習 
④ペアで相手がしたいことについて尋ね合う。 
⑤休みの日にすることについて、英語で表現する。 
⑥今週末にしたいことについて、例文を参考にしながら 
    ペアで会話する。             

○自分が話したことと相手が話したことを書いてみよう。 

単元のねらい 

英  語 



振り返り 

めあて 

単元のねらい 

【英語科中学校第２学年イ話すこと(ｵ)の指導例】 

展開 

生徒が、不定詞を用いて、したいこと等について対話活
動をすることにより、自分の夢について、簡単な発表が
できるようにする。（１／１１時間） 

「～することが好き」「～したい」という言えるようになろう。 

（例） 
①帯活動（１分間チャット） 
②新出文法事項の導入（生徒とのインタラクションの中で） 

③新出文法事項のドリル 
④教科書本文の導入 
⑤内容理解、説明 
⑥音読練習（Choral Reading, Buzz Reading, Read and Look up ） 

⑦言語活動（自分の好きなことについて、ペアで伝え合う。）                   

○ワーク等を用いて、文法事項や語句を整理する。 

英  語 



振り返り 

まとめ 

めあて 

【道徳 小学校高学年の「感謝」の指導例 教材「病気の父を迎えに常陸国へ」】 

課 題 

展 開 

教材の主人公に自分を託しながら、どうすることがご恩にこたえることにな
るのか考え、話し合う活動を通して、今の自分が多くの人の支えで生きてい
ることに気づかせ、多くの人に感謝しようとする態度を育てる。（方向目標） 

感謝に関わる学習であるという意識をもたせる。（価値の方向付け） 

どうすることがご恩にこたえることになるのか。（中心発問） 

○教材を範読する。 
○道徳的価値に関わる問題状況を明らかにする。 
 ・「つゆとときの二人は、なぜこんなに悩んでいるのか。」 
○主人公が抱える道徳的価値に関わる問題の解決に向けて考えさせる。 
 ・「どうすることがご恩にこたえることになるのか。」（中心発問） 
○中心発問に対して、話し合ったことを整理する。（まとめ） 

 ・自分たちが受けた親切を他の人にかえしていくこと  （について整理。） 
 ・多くの人のおかげで、今の自分たちがいるから、精一杯生きていくこと  （について整理。） 
 β一つの考え方にむりやり集約したり、特定の考えを□で囲んで強調するような「まとめ」は行わない。 

本時の指導内容に関わって、自分自身を振り返らせる。 

○どれだけ多くの方の支えがあって生活しているのかウェビングを使って書かせる。 
○２つの市が、姉妹都市になったことを紹介（教師の説話）。 

道  徳 

ねらい 
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中心発問
（課題） 

 

 
まとめ 
（整理） 

 



振り返り 

まとめ 

めあて 

課 題 

展 開 

教材の中の道徳的価値に関わる問題場面を考え、話し合うことを通して、き
まりの意義を考え、きまりを守り義務を果たすことのできる判断力を育てる。 

規則に関わる学習であるという意識をもたせる。（価値の方向付け） 

元さんのこの場面での「思いやり」には問題はないのか。（中心発問） 

○教材を範読する。 
○教材のどこに道徳的価値に関わる問題があるのか考えさせる。 
 ・「この話で迷うところは、どんなことか。」 
○動物園の規則と元さんの思いやりの行為を吟味させる。 
 ・「動物園の規則に問題はないのか。」 
 ・「元さんのこの場面での思いやりには問題はないのか。」（中心発問） 
○中心発問に対して、話し合ったことを整理する。（まとめ） 

○動物園には、生命尊重、安全確保の観点から規則は必要という点について 
○規則は自分一人のものではないという点について 
○先のことを想像することの大切さについて       
β一つの考え方にむりやり集約したり、特定の考えを□で囲んで強調するような「まとめ」は行わない。 

法やきまりを守ることの意義について、考えたり話し合ったりしたことを書かせる。 

【道徳科 中学校の「遵法精神」の指導例 教材「二通の手紙」】 

○学習したことを自分なりに振り返りながら、ノートにまとめる。（私たちの道徳Ｐ１３６） 
○数人の考えを紹介しながら、本時の学習の教師の所感を述べる。（教師の説話） 

ねらい 

道  徳 



振り返り 

まとめ 

めあて 
課 題 

展 開 

重光葵の生き方（停戦の署名や国連加盟演説等）の原動力になったものを考え話し
合う活動を通して、日本のことだけを考えるのではなく、広く世界の情勢に目を向けよ
うとする態度を育てる。 

大分の先人の生き方について学習するという意識をもたせる。（教材への動機付け） 

「日本は東西のかけ橋となり得る」という言葉には、重光葵のどんな思いが
込められていると思いますか。（中心発問） 

○教材を範読する。 
○重光葵の平和への思いや信念のある生き方を感じさせる。 
 ・「重光葵はなぜ自分の手で署名することにこだわったと思うか。」 
○国際連合の加盟演説に込められた重光葵の願いや信念について考えさせる。 
 ・「日本は東西のかけ橋となり得るという言葉には、重光のどんな思いがこめられて 
   いるか。」（中心発問） 
○中心発問に対して、話し合ったことを整理する。（まとめ） 

○日本が中心となり、世界平和をつくっていくという点について 
○日本が中心となり、世界をつなぐという点について 
○国と国が理解し合い、助け合っていくことの崇高さについて      
β一つの考え方にむりやり集約したり、特定の考えを□で囲んで強調するような「まとめ」は行わない。 

学習したことを自分の生活に置き換えて、想像させる。 

【道徳科 中学校の「国際理解、国際貢献」の指導例 教材「日本は東西のかけ橋～重光葵～」】 

○日本は東西のかけ橋となり得るとは、私たちがこれからどのようにしていくことなの  
   か考えさせる。 
○私たちの道徳Ｐ219を読んで、本時の学習の余韻をもたせる。（教師の説話） 

道  徳 

ねらい 



振り返り 

本時のめあて 

ねらい 

【 生活科 小学校１年 （７）動植物の飼育・栽培の指導例】 

展 開 

アサガオの栽培活動を通して、成長や変化の様子に関心をもち、世
話の仕方を工夫しようとする。（７／１６） 

アサガオが喜んでくれるお世話を考えよう。 

①観察カードに記録したアサガオの様子を発表する。 
②観察して気付いたことを話し合い、アサガオの変化や成長に目を 
  向け、成長の違いやその原因を考える。 
③アサガオの様子を観察し、よりよい成長に向けて、どんなお世話 
    をすればよいか、アサガオの立場に立って考える。 
④水やりや支柱など、アサガオの様子、天気や土の様子を見て、 
    成長や天候に合わせたお世話の仕方があることに気付く。 
⑤自分のアサガオに合ったお世話を決めて観察カードに書く。 

○アサガオの成長の様子、天気や土の様子と世話が関係している 
    か確かめる。 
○明日からの世話の仕方を問いかけ、アサガオの立場に立った世 
    話の工夫に気付かせる。  

生  活 



振り返り 

まとめ 

本時のめあて 

ねらい 

【 生活科 小学校２年  
 （６）自然や物を使った遊びの指導例】 

課 題 

展 開 

おもちゃづくりや設計図をかく活動を通して、比べたり試したりしな
がら、動くおもちゃを工夫してつくろうとする。（６／１４時間） 

設計図をかいて、よく動くおもちゃをつくろう。 

友達とおためししながら、すーっと走るおもちゃに改良できるかな。 

①遊び方や材料が似ている児童でグループを作り、本時のめあて 
     を確かめる。 
②友達同士で競争したり、相談したりしながら、おもちゃを動かし、 
    ためしの活動を繰り返し、動きの違いの原因を探る。 
③おもちゃの動きを確かめながら、よりよく動くおもちゃにするため 
    の材料や作り方の工夫に気付く。 
④ためしの活動で発見したことを生かしておもちゃを改良しながら、 
    友達と一緒に遊ぶ。 

ためしの活動で気付いたことや工夫したことを設計図に書き加えていくと、
よく動くおもちゃに改良できそうだ。 
○おもちゃづくりでためしたことを絵や文で学習カードに書く。 

○ためしの活動を振り返り、工夫したところをグループの友達に説 
  明する。 

生  活 



振り返り 

まとめ 

めあて 

【総合的な学習の時間小学校第４学年 「府内戦紙に関わる人の 
思いを探り、よりよい府内戦紙にする方法を考えよう」の指導例】 

課 題 

展 開 

府内戦紙の運営方法を、他のグループの内容と比較したり、実行委
員会の方の意見を聞いたりすることから考えさせ、内容のよさや問
題点に気付かせる。 

府内戦紙実行委員会の方に運営方法のアイディアを提案しよう。 

府内戦紙を大分を代表する祭りにするためにはどの方法がよいか。 

①グループ毎に考えた方法をクラスや実行委員会の方に提案する。 
②提案された運営方法について、実行委員会の方を交え話し合う。 
  （インタビューやアンケート結果を参考に考えたり、実現可能な  
   内容かを考えたりする） 
③実行委員会の方の話を聞く。                  

それぞれの方法にメリットがあるが、デメリットもある。 

もっと実行委員会の方や市民、県外の方の願いがかなう方法になるように
見直すことが必要。 

○板書や実行委員会の方の話をもとに、授業の感想を書く。（考え 
   た方法のよさや課題について、実行委員会の方の思いに触れ感 
   じたこと、方法の見直しに生かそうとしていること等） 

総合的な学習の時間 

ねらい 



振り返り 

まとめ 

めあて 

【総合的な学習の時間小学校第６学年「ボディーパーカッションでまちの元気を増やそう」の指導例】 

課 題 

展 開 

商店街での演奏を、「笑顔」「一体感」の視点で分析したり「聴き手の反応」を振り返っ
たりすることを通して、演奏の成果と課題や、地域の方と共に楽しむよさに気付かせ
るとともに、今後の演奏活動の方針を立てさせる。 

まちの人と一緒に楽しめる演奏を成功させよう。 

自分たちの目指す「笑顔」「一体感」は達成できたか。 

①自分たちの目指した「笑顔」「一体感」について、個々の評価を伝え合い、 
  達成度合いを共有する。 
②「聴き手の反応」について、個々の気付きを伝え合い、成果や問題点を共 
    有する。 
③まちの人と一緒に楽しむために、何を大切にするかを話し合い、次の演  

    奏の方針を立てる。                  

○目指す「笑顔」「一体感」に近づくことができた。（「笑顔がつながること」を感じる 
       ことができた。音が完璧に揃うと「一体感」が出ることが分かった。） 
○笑顔になっていなかった小さい子を笑顔にするにはどうすればよいか。 

○板書をもとに、授業の感想を書く。（「笑顔」「一体感」についての成果や 
    課題、まちの人に支えられている自分や、一緒に笑い合える楽しさへの 
    気付き、今後の演奏に生かそうとしていること等） 

ねらい 

総合的な学習の時間 



振り返り 

まとめ 

めあて 

                【体育科小学校第３学年「ラリーが続くプレルボールをしよう」の指導例】 

課 題 
展 開 

「パスをつなげる」ことについて、パスがつながるときとつながらないときの体の向き
を比較したり、パスがつながるときの動きを音声化したりすることにより、相手の位置
を見て、体の向きを変えてパスすればよいことを理解させる。 

パスがつながるプレルボールをしよう。 

ボールの所に動いてパスすればつながるのか。 

①ゲームの動きをペアで見合わせ、パスがつながらないときの動き 
   をチームで話し合わせる。 
②パスがつながったときの動きを再現させ、つながらないときの動き 
     と比較させる。 
③体の向きを変える動きを「サッ」、パスする相手に体を向ける動き 
     を「クルッ」、高くバウンドさせる動きを「バーン」と音声化して練習 
     させる。（練習→ミニゲーム）                  

○すばやくボールの所に動くだけでなく、パスする相手の方に体を向ける 
      とパスがつながる。「サッ」「クルッ」「バーン」を意識するとよい。 

○ミニゲームの中で試した動きのよさ、友だちの動きのよさなどを出 
    し合い認め合う。 

ねらい 

体  育 



振り返り 

まとめ 

めあて 

                【家庭科小学校第５学年「快適な住まい方～快適な明るさ～」の指導例】 

課 題 
展 開 

図書室を快適な明るさにする方法を、〈照度変化のグラフ〉や〈明るさの変化がわかる
連続写真〉から探り、太陽光を取り入れるだけでは不十分であることに気付かせる。 

明るさを調べ、図書室を快適にしよう。 

図書室をもっと快適な明るさにするためにはどうすればよいか。 

①考えを出し合わせ〈電力の利用〉〈太陽光の利用〉〈電力も太陽光 
   も利用〉の視点で分類する。 
②疑問や問題点を出し合わせ、モデルの図書館を使って説明させ 
     る。（地球温暖化の原因・CO2排出量のグラフ、時間帯による照度 
     変化のグラフ、太陽光の変化の写真等を使用させる） 
③図書室の照度変化の様子と太陽光の写真から、太陽光の明るさ 
    だけで快適になるか話し合わせる。                  

○できるだけ太陽の光を取り入れるとよい。環境にもよい。 
○太陽光だけでは快適な明るさにはならないのではないか。 

○板書をもとに、授業の感想を書く。（それぞれの考えのよさや問題 
    点。環境と自分たちの快適さ。次の時間に考えたいことなど） 

家庭科 

ねらい 



振り返り 

まとめ 

本時のめあて 

【特別活動 小学校第５学年 「学級活動」 内容（１）アの指導例】 

課 題 

展 開 

楽しい学級にするための係活動の工夫を話し合うことを通して、友
だちと協力し合いながら係活動に取り組むことを共通理解させる。 

みんながもっと楽しくなる係活動にする方法を話し合おう。 

学級が楽しくなるような係活動の工夫はどのようなものがあるか。 

①学級会「係活動をパワーアップしよう」という議題の提案理由を提 
  案者が説明し、本時のめあてを確認する。 
②「学級のみんなのためになる係活動のアイディア」について各係 
  で話し合い、工夫点を２～３つに絞る。 
    β事前に自分の係でできる工夫を考えさせておく。 
③各係の工夫を学級全体で出し合い、全ての係に共通する工夫点 
   を見出す。ピラミッドチャートなどの思考ツールを用いるとよい。 
④全ての係に共通する工夫点『○○係へのアドバイス』について、 
  学級の意見をまとめ、学級の総意として意志決定を行う。                      

「学級活動コーナーに『○○係へのアドバイス』掲示板をつくり、アイディア
を互いに出し合い、みんなが楽しくなる活動を決めて実行する。」 

①各係でできる工夫を再確認する。 
②他の係へのアドバイスを考えて付箋に書き、掲示板に貼る。 

ねらい 

特別活動 



振り返り 

まとめ 

【特別活動 中学校第２学年 「学級活動」内容（３）イの指導例】 

課 題 

展 開 

よりよい家庭学習の方法を考え、アイディアを出し合うことを通して
他の人のよいやり方を互いに取り入れることができるようにする。 

家庭学習の仕方の工夫を知り、自分でも取り入れてやってみよう。 

部活と両立できる家庭学習のやり方はどのようなものがあるか？ 

①学級委員（計画委員）等が、事前の家庭学習アンケート調査をも 
  とに家庭学習についての課題を説明し、本時のめあてを確認する。 
②「部活と両立できる家庭学習のやり方」について、自分のアイディ 
  アを付箋に書かせた後、グループで出し合わせる。 
③グループで出た意見をまとめ、全体の場で出し合わせる。クラゲ 
  チャートなどの思考ツールを用いるとよい。 
④全てのアイディアの中から、自分で実践できるものを自己決定し、 
  一人ずつ発表し合う。                      

家庭学習の仕方の工夫にはいろいろなものがあり、自分でも取り入れる
ことができそうなものがたくさんある。 

①○○さんと同じやり方で今日からやってみよう。 
②みんなでアイディアを出し合うといろいろな方法が出てきてすご 
  いな。苦手な教科にも挑戦してみようかな。 

めあて 

特別活動 

ねらい 


